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○中長期的な担い手不足がネックとならないよう、建設生産プロセス全てを対象として、ＩＣＴ・新技術を活用
する「 i-Construction」を推進し、インフラ整備・メンテナンスの生産性を向上
○また、インフラメンテナンス国民会議の創設等を通じて、メンテナンス産業を育成・活性化
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○インフラメンテナンス国民会議の創設（ 11/28)等により、メンテナンス
に社会全体で取り組む体制を確立。

○建設分野に限らず、ＩＣＴ、材料等の異業種の連携や技術の融合を加
速し、最先端の技術の活用を促すことで新たな需要を取り込みつつ、
メンテナンス産業を育成・活性化。

○オープンイノベーションの手法
やSIP等を活用し、新技術を発
掘・マッチング

○直轄現場での実証 ○自治体への技術的支援
○新技術の活用のためのガイドライン整備

③現場
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①技術
開発

②評価

メンテナンス産業の育成・活性化
（インフラメンテナンス国民会議等）

建設現場の生産性を、 2025年度まで
に2割向上するため、全ての建設生産
プロセスで ICT等を活用

省人化 

i-Constructionの推進

新技術の導入

①技術開発 ②評価

③現場実装

ソナー等に
よる河川
護岸調査

○新技術の登録・活用システム
（ NETIS ※）において、評価を迅
速化

○行政ニーズの高い
テーマについて技術を
公募し、評価を推進

※NETIS：新技術情報提供システム

３．建設生産システムの生産性革命 

○2016年度から大規模な直轄工事
（盛土、切土工事）でICTを原則適用

〔具体的施策〕

・3Dモデルを導入・活用のための基準類の整備
・3Dデータを広く官民で活用するためのプラットフォームの構築 
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○今後は、 3年以内に、
橋梁・トンネル・ダムや維持管理の
工事に ICTの活用を拡大

点検・診断を補助する
新技術の現場活用を拡大

3Dデータの
集積・共有

UAVによる３次元測量

調査・設計

施工

ICT建機による施工

検査

3Dデータをパソコンで確認

建設生産プロセスにおける ICTの活用拡大（イメージ）

ドローンによる橋梁点検

ロボットによるトンネル点検

メンテナンス

〔国民会議によるコラボイメージ〕

水中ﾛﾎﾞｯﾄに
よる変状把
握技術

データ処
理技術

点検･診
断ﾃﾞｰﾀの
集約･管
理効率化
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センサーによる
変状のモニタリング

〔省人化に資する最先端技術導入のイメージ〕


